


令
和
５
年
第
１
回
湧
水
町
議
会
定

例
会
が
開
会
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
今

後
１
年
間
の
町
政
全
般
に
つ
い
て
の

施
政
方
針
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平
成
17
年
の
２
町
合
併
に
よ
り
新

町
が
誕
生
し
、
今
月
で
19
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
13
年
目
か
ら
町
政
の
か

じ
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
６
年
間
に
お
い
て
、
私
な

り
に
公
約
や
所
信
表
明
及
び
施
政
方

針
の
内
容
を
基
本
に
、
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
各
施
策

に
対
し
ま
し
て
、
ご
協
力
、
ご
支
援
、

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
議
会
や

町
民
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収

束
す
る
気
配
も
な
く
、
令
和
４
年
度

に
計
画
し
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
縮
小
、

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
町
の
賑
わ

い
が
低
迷
し
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
２
月
か
ら
は
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
深
刻
な
国
際

情
勢
の
変
化
や
急
速
な
円
安
に
よ
る

経
済
の
低
迷
、
物
価
高
騰
な
ど
に
よ

り
生
活
面
に
も
深
刻
な
影
響
が
あ
り
、

そ
の
状
況
は
現
在
で
も
顕
著
な
と
こ

ろ
で
あ
る
と
察
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
に
つ
い
て
も
昨
年
は
、
７
月

の
豪
雨
、
９
月
に
は
台
風
11
号
と
14

号
が
接
近
上
陸
し
、
危
機
的
状
況
下

で
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
人
的
被

害
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
農
業
土
木

関
係
で
多
く
の
被
害
が
発
生
し
、
特

に
台
風
14
号
で
は
倒
木
が
多
数
発
生

し
た
こ
と
に
よ
る
停
電
が
最
大
２
，

６
０
０
戸
に
の
ぼ
り
、
復
旧
に
最
大

４
日
間
を
要
す
る
な
ど
日
常
生
活
に

多
大
な
支
障
を
及
ぼ
し
た
状
況
で
あ

り
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
も
災
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
地
域
防

災
力
の
向
上
は
避
け
ら
れ
な
い
案
件

で
あ
り
、
ハ
ー
ド
事
業
の
導
入
は
も

と
よ
り
、
特
に
人
的
被
害
を
な
く
す

た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
に
対
す
る
防
災

行
政
の
重
要
性
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
施
政
方
針
の
中
で
報

告
し
て
お
り
ま
す
が
、
東
京
や
都
市

部
に
人
口
が
集
中
す
る
中
で
地
方
で

は
急
速
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
に
伴
い
、
基
幹
産
業
で
も
あ

る
農
林
水
産
業
や
地
場
産
業
に
お
い

て
は
人
手
不
足
も
重
な
り
産
業
の
衰

退
も
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。
合
併
時

の
人
口
約
１
万
２
千
人
が
現
在
で
は

約
８
千
７
百
人
と
約
３
割
の
減
少
で

あ
り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
現
在
も

そ
の
対
策
が
避
け
ら
れ
な
い
懸
案
事

項
で
あ
り
ま
す
。
社
会
的
要
因
の
転

出
超
過
、
自
然
的
要
因
の
出
生
者
の

減
少
が
主
な
要
因
で
あ
り
、
今
後
と

も
効
果
が
見
込
め
る
事
業
導
入
が
必

要
不
可
欠
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

予
算
を
編
成
す
る
過
程
に
お
い
て

当
然
の
こ
と
な
が
ら
財
源
の
確
保
が

前
提
と
な
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

本
町
の
財
政
構
造
は
自
主
財
源
に
乏

し
く
、
国
・
県
に
依
存
す
る
状
況
で
、

特
に
普
通
交
付
税
の
動
向
は
慎
重
に

見
極
め
て
臨
む
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
を
加
え
た
地
方
交

付
税
は
合
併
時
に
約
34
億
円
の
歳
入

が
あ
り
ま
し
た
が
、
合
併
算
定
替
え

終
了
と
人
口
減
少
を
主
な
要
因
と
し

て
令
和
元
年
度
に
は
約
６
億
５
千
万

円
が
減
額
さ
れ
、
厳
し
い
予
算
編
成

が
慢
性
化
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

こ
こ
３
年
間
に
お
き
ま
し
て
は
、
国

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
や
特
別
定

額
給
付
金
事
業
を
活
用
し
た
新
規
事

業
を
導
入
し
、
予
算
が
一
時
的
に
膨

ら
ん
だ
経
緯
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

令
和
５
年
度

施
政
方
針
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年
度
か
ら
は
臨
時
的
な
交
付
税
措
置

も
考
え
に
く
く
、
以
前
の
状
況
に
な

る
も
の
と
思
料
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
町
政
発
展
の
た
め
懸

案
と
な
っ
て
い
る
事
業
の
実
現
に
努

め
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
行
政

需
要
の
多
様
化
に
も
即
応
で
き
る
体

制
強
化
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
常

に
念
頭
に
置
き
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
の
状
況
も
含
め
、
今
後
も

効
果
的
事
業
を
意
欲
的
に
模
索
す

る
必
要
性
か
ら
、
国
・
県
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
な
が

ら
、
直
面
す
る
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
地
域
特
性
や
地
域
資
源
を

活
か
し
た
施
策
を
展
開
し
、
発
展
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
こ
と

が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
真
摯
に
受

け
止
め
予
算
の
編
成
に
努
め
、
令

和
５
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

の
総
額
を
合
併
後
２
番
目
に
多
い

78
億
１
５
１
９
万
８
千
円
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
次
第
で

は
あ
り
ま
す
が
、
計
画
で
は
例
年
通

り
の
行
事
や
事
業
を
実
施
で
き
る
状

態
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

数
年
ぶ
り
に
再
開
す
る
案
件
も
多

数
あ
る
よ
う
に
想
定
し
て
お
り
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
議
会
や
区
長
会
、

各
種
協
議
会
を
は
じ
め
、
関
係
者
の

民
意
を
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努

め
町
政
発
展
の
た
め
職
責
を
果
た
せ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
令
和
５
年
度
も
町
民
の
皆
様
、

議
員
各
位
の
ご
理
解
・
ご
指
導
を
心

よ
り
願
い
ま
し
て
新
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）

※
令
和
５
年
度
の
施
政
方
針
の
全

文
は
、
湧
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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令和５年度　一般会計当初予算

78億1,519万8千円
　令和５年度の当初予算は，一般会計と国民健康保険事業特別会計ほか２特別会計を合わせると 107 億
5,430 万 6 千円となりました。また，企業会計である水道事業会計の予算は５ページ『別表２』のとお
りです。
【一般会計の状況】
　一般会計は総額 78 億 1,519 万 8 千円で，令和４年度に比べ 7,481 万 7 千円（比率で約 0.9％）の減額
となりました。これは，令和４年度当初予算においては保育園整備に対する補助金や小・中学校の教職
員のパソコン端末等の更新に係る費用等を計上していたことが主な要因です。
　歳出の主な増減の内容としては，「民生費」が上述の理由により，2億 1,919 万 2 千円（11.6％）の減，
「土木費」が各事業における委託料や工事費が減となったことにより，3,800 万 5 千円（3.9％）の減となっ
ています。一方，「総務費」が吉松庁舎の空調設備改修工事費の計上により，9,623万2千円（9.2％）の増，「教
育費」が令和５年度に開催される国民体育大会の実施に係る経費の計上により，7,561 万 4 千円（11.1%）
の増となっています。その他歳出の主な内容については６～７ページのとおりです。
　歳入については，国民体育大会の実施に係る経費等の財源となる「県支出金」が 4,096 万 2 千円（7.1％）
の増，町道整備等の財源となる「町債（町の借金）」が 9,050 万円（15.6％）の増となった一方，国庫支
出金が 1億 6,242 万 3 千円（18.5％）の減となったため，依存財源は 1,996 万 4 千円（0.4％）の減とな
りましたが，その割合は全体の 61.0％と，依然として高い状況にあります。自主財源については 5,485
万 3 千円（1.8％）の減となり，その割合は全体の 39.0％となっていますが，この中には基金（町の預金）
の取り崩しである「繰入金」も含まれており，前年比 3,616 万 5 千円（3.3％）の増となっています。
　公金横領に伴う元職員の弁償金は 65,660 千円を計上しています。

◎当初予算総額の推移（一般会計）

※用語解説
・自主財源 ：町税や使用料などのように，町が自主的に徴収・収納することができる財源。この財源が 

多いほど行政活動の自主性と安定性が確保されます。
・依存財源 ：地方交付税や国県支出金など，国や県の制度により町に交付される財源。国の予算や施策に

大きく影響を受けます。
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◎一般会計以外の各会計予算規模（別表２）

◎町民１人あたりの一般会計歳出予算額（別表１） ※（　）内は令和４年度

区　　分 令和５年度予算額 令和４年度予算額 増減額 増減率

特
別
会
計

国民健康保険事業 14億9,353万6千円 14億9,647万4千円 ▲293万8千円 ▲0.20％

介 護 保 険 事 業 12億6,824万8千円 12億7,649万8千円 ▲825万円 ▲0.65％

後期高齢者医療事業 1億7,732万4千円 1億7,930万4千円 ▲198万円 ▲1.10％

企
業
会
計

水
道
事
業
会
計

収益的
収　入 2億644万2千円 2億1,183万2千円 ▲539万円 ▲2.54％

支　出 2億328万円 1億9,959万6千円 368万4千円 1.85％

資本的
収　入 1,740万円 1,929万3千円 ▲189万3千円 ▲9.81％

支　出 1億6,033万円 1億5,317万6千円 715万4千円 4.67％

町 民 １ 人
あ た り の
歳 出 予 算 額

民 生 費 総 務 費 土 木 費 公 債 費
高齢者の福祉増進や子育て
支援など

行政運営や地域振興，戸籍
事務など

道路や都市計画，公営住宅
の管理など

これまでの施設整備などで
借りた借金の返済

　915,665円
（902,438）

196,064円 133,681円 109,315円 107,880円
（216,470） （119,494） （111,061） （100,970）

令和５年3月31日現在
人口　8,535人

衛 生 費 教 育 費 農林水産業費 消 防 費 そ の 他
健康増進やごみ，し尿の処
理など

学校，幼稚園の管理や生涯
学習の推進など

農業，林業，畜産業の振興な
ど 消防・救急業務など 議会運営，商工観光の振興，

災害復旧など
98,368円 88,321円 61,976円 50,193円 69,867円
（97,324） （77,572） （62,269） （45,995） （71,283）

19

◎歳出の目的別分類の状況（一般会計） ◎歳入の状況（一般会計）
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美しいまち」に向けた令和５年度の主な事業の概要
●子ども・子育て支援事業及び母子保健事業【健康増進課】
　新生児子育て応援給付金の制度拡充や，入学祝金の給付等を行い、児童福
祉及び母子保健の向上を図ります。また，子育て世代包括支援センターを設
置し，妊産婦の健診や産後ケア等を実施することで，妊娠期からきめ細やか
な支援を行い，誰もが安心して子どもを生み育てる社会づくりを推進します。

●国民体育大会運営事業【総務課】
　令和５年１０月に本町で開催される特別国民体育大会「燃ゆる感動かご
しま国体」( カヌー競技 ) について，会場設営や PR活動等を行い，万全
な運営体制で盛大に開催できるように努めます。

●農業機械導入事業及びアーモンド振興事業【産業振興課】
　担い手・兼業農家が機械導入する際に係る経費の一部を補助するため事業費下限額や実
施要項内容を見直し，農業経営の安定化を図ります。
　また，アーモンド振興事業については，植栽面積，生産量の増加と集荷施設整備，加工
に伴う備品購入等を行い，国産アーモンドとしての地域ブランド化に向けて取り組みます。

●牛舎・堆肥舎施設整備事業及び堆肥散布事業【産業振興課】
　畜産振興事業として，牛舎・堆肥舎の施設整備事業費の補助限度額を見
直し，また堆肥散布に係る経費の一部を補助し，畜産農家の規模拡大及び
経営の安定を図ります。

●商工業支援事業【商工観光PR課】
　町内の商工業者の環境整備 ( 事業承継，空き店舗出店，店舗リフォーム，
女性・若者・シニア起業，移動販売車導入 ) に係る経費の一部を助成し，
併せて，町内の商工業全体の活性化を図ります。

●定住促進事業【商工観光PR課】
　人口減少対策として，空家バンクに登録された空家のリフォーム費用等
に対する支援や，転入世帯が借りる民間賃貸住宅物件の家賃の一部を助成
し，定住促進を更に促進します。

●観光施設維持管理運営事業【商工観光PR課】
　町内の案内板の更新及び丸池公園における木柵等の改修を行うことで，
訪れた方が安心して観光できる施設の管理に努めます。

●保育所運営事業及び学校給食管理事業【健康増進課・教育総務課】
　物価高騰による保護者の負担軽減を図るため，町内の小中学校，幼稚園
及び保育園の給食費の補助を行います。

●高齢者訪問給食サービス事業【長寿福祉課】
　一人暮らしの高齢者等に対し，食事を提供し，自立した生活の維持や，
安否確認などで孤独感の解消に取り組み，在宅福祉の向上を図ります。
　また，シルバーケアセンター調理場を吉松地区の給食サービスで利用で
きるように整備等を行い，事業の推進を図ります。

●高齢者等介護手当・紙おむつ給付事業【長寿福祉課】
　本町において在宅介護をしている介護者等に対する介護手当及び紙おむ
つ券を給付することで，介護者の負担を軽減し，福祉向上を図ります。

保
健
・
福
祉
の
増
進

産
業
・
地
域
の
振
興
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「人と自然が織りなす芸術のまち 心豊かで伸びゆく
令和５年度の当初予算に計上された主な内容についてご紹介します。

●各学校管理・空調機設置事業【教育総務課】
　小・中学校の適正な管理に努めるとともに，学校図書の更新等を行い，
学習環境の充実を図ります。
　また，熱中症等を未然に防止するため，各中学校の特別教室に空調機の
設置を行います（各小学校の特別教室は令和４年度に設置済）。

●町内の道路等維持補修及び改良舗装【建設課】
　老朽化した町道の維持補修や改良舗装工事等を行い，安全で利便性の高
い道路，交通体系の整備に努めます。
　また，生活基盤の向上と農業経営の安定を図るため，中山間地域総合整
備事業及び農村地域防災減災事業を推進します。

●人権作品コンクールの開催【教育総務課】
　９月の町いじめ防止啓発強調月間に児童生徒からいじめ防止のポス
ター，標語を募集し，表彰をすることで心の教育の充実を図ります。

●交通対策事業及びスクールバス運行事業【企画財政課・教育総務課】
　ふるさとバスの観光回り以外を廃止し，高齢者等で交通手段に不便を感
じている方への移動支援として，タクシー利用券によりタクシー利用料金
の一部を助成します。
　また，児童生徒の遠距離通学手段の確保のため，スクールバスを運行し
ます。

●各地区の公民館施設及び集会所の整備【生涯学習課】
　各地区の公民館施設及び集会所を整備・改修し，地区公民館活動の充実
を図ります。令和５年度は幸田地区農村公園駐車場の整備や上村集会所及
び永山集会所の改修工事等を行います。

●くりの図書館運営事業【生涯学習課】
　新たな図書等の購入や絵本作家原画展等を実施し，魅力的な図書館づく
りに努めるとともに，読書意欲の向上と読書活動の推進を図ります。

●消防施設整備事業【総務課】
　消防力の向上を図るため，住民の生命・財産を守り安全で安心して生活
できるように努めます。

教
育
・
文
化
の
振
興

社
会
基
盤
・
生
活
環
境
の
整
備

●コンビニ交付事業及び自治体DX推進事業【住民税務課・企画財政課】
　マイナンバーカードを利用した，コンビニやLINEでの住民票など各種
証明書の申請手続きや発行を可能にすることで，住民の利便性の向上を図
ります。
※湧水町LINE公式アカウントの登録をされていない方は是非登録をお願
いします。
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３
月
23
日（
木
）湧
水
町
春
季
畜
産
共
進

会
が
開
催
さ
れ
18
頭
の
出
品
が
あ
り
第
１

部
で
㈲
ハ
シ
モ
ト
が
出
品
さ
れ
た「
ゆ
あ

１
号
」と
第
２
部
で
興
邊
さ
ん
が
出
品
さ

れ
た「
ま
さ
み
く
に
号
」が
１
席
に
選
ば
れ

ま
し
た
。ま
た
、４
月
に
開
催
さ
れ
る
姶
良

春
季
畜
産
共
進
会
に
湧
水
町
の
代
表
と
し

て
出
品
さ
れ
る
牛
も
決
定
し
ま
し
た
。

各
部
の
成
績
（
敬
称
略
）

　
第
１
部　
最
優
秀
賞

１
席　

㈲
ハ
シ
モ
ト（
ゆ
あ
１
号
）

２
席　

増
森　
　

理（
ひ
る
ず
号
）

３
席　

綾
織
ま
ち
子（
は
な
さ
く
ら
号
）

４
席　

迫
坪　

耕
二（
か
つ
は
な
号
）

５
席　

㈲
ハ
シ
モ
ト（
み
か
12
号
）

　
第
２
部　
最
優
秀
賞

１
席　

興
邊　

雄
次（
ま
さ
み
く
に
号
）

２
席　

興
邊　

雄
次（
い
ぶ
み
く
に
号
）

３
席　

興
邊　

雄
次（
は
な
た
ろ
う
号
）

４
席　

大
重
翔
一
朗（
ま
ち
こ
６
の
３
号
）

５
席　

迫
坪　

耕
二（
と
も
と
も
号
）

６
席　

大
重
翔
一
朗（
ま
ち
こ
は
な
号
）

外　

優
秀
賞
７
頭

　
姶
良
春
季
畜
産
共
進
会
出
品
者

　

㈲
ハ
シ
モ
ト（
ゆ
あ
１
号
）

　

増
森　
　

理（
ひ
る
ず
号
）

　

綾
織
ま
ち
子（
は
な
さ
く
ら
号
）

　

興
邊　

雄
次（
ま
さ
み
く
に
号
）

　

興
邊　

雄
次（
い
ぶ
み
く
に
号
）

　

３
月
21
日（
火
・
祝
）

に
北
方
地
区
の
ア
ー

モ
ン
ド
植
栽
地
と
史
跡

を
め
ぐ
る「
春
を
告
げ

る
ア
ー
モ
ン
ド 

花
・
花

ウ
ォ
ー
ク
in
湧
水
」が

実
行
委
員
会
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
69
名
が

参
加
さ
れ
遠
く
は
指
宿

市
か
ら
お
越
し
い
た

だ
き
、北
方
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
地

区
内
の
史
跡
や
ア
ー
モ

ン
ド
圃
場
を
巡
る
約
４

㎞
の
コ
ー
ス
を
散
策
し

ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
の
開
催
で
し
た
が
、

鮮
や
か
に
咲
き
誇
っ
た

ア
ー
モ
ン
ド
の
花
を
観

賞
し
、参
加
者
か
ら
は

歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ア
ー
モ
ン
ド
の
花
や

実
、仁
を
初
め
て
見
た

と
い
う
方
も
多
く
、栽

培
に
関
す
る
質
問
も
出

る
な
ど
、ア
ー
モ
ン
ド

を
植
え
て
み
た
い
と
い

う
栽
培
希
望
者
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
町
ア
ー
モ
ン

ド
生
産
組
合
と
町
茶
業

振
興
会
の
協
力
を
い

た
だ
き
、ア
ー
モ
ン
ド

ク
ッ
キ
ー
と
湧
水
茶
で

参
加
者
を
も
て
な
し
ま

し
た
。

　

桜
と
は
一
味
違
う
魅

力
を
持
っ
た
ア
ー
モ
ン

ド
の
花
。地
域
の
史
跡
、

歴
史
に
想
い
を
は
せ
な

が
ら
、ひ
と
足
早
い
花

見
を
堪
能
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

湧
水
町
春
季
畜
産
共
進
会

第１部　１席　ゆあ１号 第２部　１席　まさみくに号

「春を告げるアーモンド
花・花ウォークin湧水」

3月21日　北方地区
ア
ー
モ
ン
ド
の
花
と
記
念
撮
影

水
車
な
ど
の
史
跡
を
案
内
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霧島ジオパーク　エリアが拡大

貴
重
な
地
形
・
地
質
の
遺
産
や
景
観
を

保
護
し
な
が
ら
、
教
育
や
持
続
可
能
な

開
発
に
生
か
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、

そ
れ
ら
が
同
じ
考
え
方
の
元
で
管
理
さ

れ
た
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
地
域
の
こ
と

で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
火
山
・
地
震
活
動

で
で
き
た
地
形
あ
る
い
は
太
古
の
津
波

を
記
録
し
た
地
層
と
い
っ
た
地
球
の
歴

史
が
刻
ま
れ
た
地
質
遺
産
を
守
る
と
と

も
に
、
教
育
や
観
光
に
役
立
て
る
こ
と

に
よ
り
地
域
社
会
を
活
性
化
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

・栗野岳温泉八幡大地獄
・丸池湧水
・熊野水源など

・般若寺の供養塔
・日添の磨崖仏など

ビュースポット

・栗野岳
・魚野パラグライダー基地
など

地形・地質サイト 自然サイト

文化サイト

湧水町における主なサイト

ジオパークを知って地域の魅力を再発見

湧水汽車会　山口　優さん

　「ジオパーク」の言葉は聞いた事はありましたが，深く考えた事はあり
ませんでした。実は私達がガイドしております , 丸池湧水，栗野岳温泉・
八幡大地獄，竹中池及び魚野フライトエリア場もその一つである事がわか
りました。日本ジオパーク委員会審査結果検討会に３回参加しての意見交
換，及び霧島ジオパーク講演会に参加して知識を吸収しました。
観光は勿論，自然，歴史，地理，文化，災害等を含む多くの領域がその概
念に含まれる事を知り得た次第です。SDGs も関連しており，生涯学習の一
環としても役に立つと考えます。
　今後は色々な機会を捉え，町内の関係団体や機関の方々との情報共有を図
り，連携強化が出来ればと考えます。

　これまでの霧島ジオパークは、活火山霧島山を中心としたエリアでしたが、令和４

年９月の再認定で，人々の暮らす山麓を含めた７市町（鹿児島県霧島市・曽於市・湧

水町・宮崎県都城市・小林市・えびの市・高原町）の全域までエリアを拡大。

巨大噴火の痕跡や麓の貴重な自然のほか，火山と人のつながりを示す史跡や神社など

も霧島ジオパークに含まれることとなりました。

　私たちの暮らしは太古の昔から大地と共にあり，それは今も変わりません。

地球の歴史を学び，楽しむことができる「大地の公園」を訪れて，そこで暮らすこと

の意味を考えてみませんか

　湧水町は、令和４年４月に
霧島ジオパーク推進連絡協議会へ加入しました。
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　湧水町は、令和４年４月に
霧島ジオパーク推進連絡協議会へ加入しました。
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●
一
般
表
彰
　

【
地
区
公
民
館
活
動
部
門
（
個
人
）
】

・
山
﨑
　
容
子 　
　

 (
般
若
寺
地
区
）

●
青
少
年
表
彰

【
文
化
部
門
（
個
人
）
】
　

全
九
州
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

「
ラ
ジ
オ
番
組
部
門
」
最
優
秀
賞

・
内
村
　
伊
織   

（
国
分
中
央
高
校
２
年
）

【
文
化
部
門
（
団
体
）
】

鹿
児
島
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

『
夏
の
祭
典
』
器
楽
合
奏
の
部　

金
賞

『
春
の
祭
典
』
重
奏
の
部　
　
　

金
賞

・
栗
野
中
学
校
音
楽
部

鹿
児
島
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

『
夏
の
祭
典
』
器
楽
合
奏
の
部　

金
賞

『
春
の
祭
典
』
小
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
部　

金
賞

・
吉
松
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

【
ス
ポ
ー
ツ
部
門
（
個
人
の
部
）
】

全
国
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

・
竹
ノ
上

　
愛
織　

 

（
吉
松
小
１
年
）

・
坂
口

　
仁
琥　
　

 

（
栗
野
小
２
年
）

・
亀
澤

　
勇
映　
　

 

（
栗
野
小
５
年
）

・
竹
ノ
上

　
心
優　

 

（
吉
松
小
６
年
）

全
日
本
女
子
学
童
軟
式
野
球
大
会

・
橋

　
琉
稀
乃　
　
　

 

（
轟
小
６
年
）

九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
（
Ｕ
―
14
）

サ
ッ
カ
ー
大
会

・
永
山
　
翔
夢 　
　

（
栗
野
中
１
年
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
古
川

　
千
裕　
　

 

（
吉
松
中
３
年
）

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

・
柿
木
　
史
翔 　
　

（
吉
松
中
３
年
）

全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

・
宮
園

　
真
唯
子
（
錦
江
湾
高
校
１
年
）

全
国
高
等
学
校
総
体
剣
道
競
技

・
青
木
　
丈
一
朗
（
明
徳
義
塾
高
校
２
年
）

・
有
田

　
こ
こ
ろ 

（
樟
南
高
校
３
年
）

九
州
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会

・
新
防

　
未
良
惟
（
鹿
屋
中
央
高
校
２
年
）

九
州
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会

・
福
寿
　
大
智
（
神
村
学
園
高
等
部
３
年
）

●
表
彰
伝
達

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

・
大
山
　
力    　

   

（
西
下
場
地
区
）

姶
良
・
伊
佐
地
区
社
会
教
育
振
興
会
表
彰

【
自
治
公
民
館
活
動
】

・
竹
畑

　
國
輝       

（
西
下
場
地
区
）

・
桑
原

　
佐
年       

（
川
添
地
区
）

【
芸
術
文
化
活
動
】

・
吉
岡

　
勇
二       

（
川
添
地
区
）

教
育
委
員
会
表
彰

（
敬
称
略
）

令和４年度  湧水町生涯学習推進大会
“ 人 ” 輝く「ふるさと湧水」の創造 ～ともに学び　活かす　生涯学習のまちづくり～

　

令
和
５
年
３
月
５
日（
日
）栗
野
中
央
公
民
館
に
て
、「
令
和
４
年
度 

湧
水
町
生

涯
学
習
推
進
大
会
」が
、規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
、３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
学
級
の「
大
正
琴
琴
芳
会
」と「
大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
盛
大
に
始
ま
り
、教
育
委
員
会
表
彰
と

し
て
、地
区
公
民
館
活
動
部
門
・
青
少
年
表
彰
文
化
部
門
・
青
少
年
表
彰
ス
ポ
ー
ツ

部
門
で
17
の
団
体
及
び
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。併
せ
て
、国
・
県
表
彰
の
伝
達

と
公
民
館
学
級
の
修
了
証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。活
動
発
表
で
は
、地
区

公
民
館
活
動
発
表
と
し
て
中
津
川
公
民
館
長
の
礒
貝
文
夫
氏
が
上
中
津
川
棒
踊

り
の
復
活
と
継
承
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。教
育
委
員

会
表
彰
者
発
表
で
は
北
方
地
区
在
住
の
国
分
中
央
高
校
２
年
放
送
部
の
内
村
伊

織
さ
ん
に
よ
り
、部
活
動
で
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
制
作
の
発
表
が
あ
り
、自
作
の
効

果
音
に
よ
る
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
に
参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
感
動

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般表彰「地区公民館活動部門」
山﨑　容子さん（般若寺地区）

教育委員会表彰者発表
内村　伊織さん（北方地区）

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
配
信
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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就学援助（要保護・準要保護児童生徒就学援助費）制度のお知らせ

　小・中学校の児童生徒の就学で経済的にお困りの保護者に対し，学用品費や学校給食費などの
一部を援助しています。
　１　対象
　　①生活保護受給世帯
　　②生活保護が停止または廃止となった世帯
　　③町民税非課税世帯
　　④児童扶養手当受給世帯で町民税所得割非課税世帯
　　⑤その他町長が必要と認めるもの

　２　援助の種類と支給額

区　　　分 小学校 中学校
学用品費 11,630円 22,730円
通学用品費（２学年以上） 2,270円 2,270円
新入学児童生徒学用品費（１学年対象） 　54,060円 60,000円
校外活動費（宿泊を伴わない） 1,600円 2,310円
修学旅行費 実費の２分の１ 実費の２分の１
学校給食費 実費の１０分の８ 実費の１０分の８
医療費 実費 実費
オンライン学習通信費 14,000円 14,000円

※　医療費は学校保健安全法施行令第８条に定める疾病（う歯，結膜炎など）で，学校からの指
示に基づき治療を行った経費が対象となります。
※　生活保護受給世帯は修学旅行費，医療費のみの支給となり，その他の費目は生活保護費か
ら支給されます。なお，申請の手続き等の必要はありません。

３　申請手続き
　申請書は４月に各小・中学校より各家庭へ配布されます。なお，家庭状況の変化などの理由に
より年度途中でも申請ができます。

４　その他
　小・中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対して，世帯の所得に応じて学用
品費や学校給食費などの「特別支援教育就学奨励費」の支給を行っています。申請手続きについ
ては，教育委員会より対象者へ別途お知らせいたします。
　※ 就学援助と特別支援教育就学奨励費では，就学援助が優先されます。

問い合わせ先 湧水町教育委員会　教育総務課　７５－２１４２（内線３２０６）　
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
を
!!

相
談
窓
口

栗野庁舎　商工観光ＰＲ課　７４－３１１１（内線　２２８４）
（相談無料，通話料金・相談者負担，秘密厳守）
◎受付時間　平日8：30～12：00・13：00～16：30　※土日，祝日，年末年始を除く

【事　例】
～サブスク（サブスクリプション）の解約忘れ～
　パソコンの操作方法を調べるためにネット上
で専門家に相談できる有料サイトにトライアル
（お試し）登録し，クレジットカードを決済手段
として入力した。代金は500円だった。質問は
解決したがそれ以降，毎月5千円がクレジット
カードから引き落とされていることに数か月後
に気づいた。解決したいが，契約時に入力した情
報を忘れてしまいログインできない。

【アドバイス】
　サブスク（サブスクリプションの略で，定額を
定期的に支払うことで一定期間，商品やサービ

スを利用することができるサービス）は，トライ
アル（お試し）を申し込む際にクレジットカード
の登録が必要で，トライアル期間内に解約しな
ければ自動的に定額サービスに移行し，支払い
が続きます。以下の点に注意しましょう。

①申し込む前にホームページなどで利用規約や
解約方法をよく確認しましょう。
②解約は，事業者の定める方法で手続きを行う
必要があります。申し込み時に登録したパス
ワード等が必要な場合があるので忘れないよ
うにしましょう。
③利用していないサブスクの請求にすぐ気付け
るように，クレジットカード等の明細は毎月
確認しましょう。

【事　例】】
こんなことが

ありました！

今月の
  １枚
今今今

イ
ラ
ス
ト
　
恒
岡
謙
二
様 

提
供
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◆健診の種別・対象者・料金・日程

健
康
増
進
だ
よ
り

令和５年度 健康診査・がん検診等のお知らせ

　令和５年度の健康診査・がん検診等では，過去３年以内に受診歴がある方と初めて

対象になる方へ，受診券などをお送りしております。

　それ以外の方で受診を希望される方は，健康増進課窓口またはお電話にてお申込

みください。

種　別 対象者(2024.4.1現在) 自己負担額(予定) 日程(予定)

特定健診 30歳以上の湧水町国民健康保険
加入者 無料

【吉松保健センター】
5/ 8(月)
5/ 9(火)
5/10(水)

【栗野保健センター】
5/11(木)
5/12(金)
5/14(日)
5/15(月)
5/16(火)

長寿健診 後期高齢者医療保険加入者

胃がん検診
40歳以上の男女
※胃や腸を切除している方は受けら
れません。

1,250円
(70歳以上：無料)

肺がん検診 40歳以上の男女 無料
※喀痰検査500円

腹部超音波検診 40歳以上の男女 2,350円

骨粗鬆症検診 40歳以上の男性
30歳以上の女性 900円

B型･C型肝炎
ウイルス検診 40歳以上の男女

B型：　400円
C型：1,800円

(40歳の方と初めて
検査を受けられる方
は無料)

前立腺がん検診 40歳以上の男性 1,450円

胃がんリスク健診
(ピロリ菌検査)

40歳以上で過去に受診したこと
のない男女
※胃を切除された方，腎不全の方，胃
酸分泌抑制薬を服用中の方，ピロリ菌
の治療をされた方は検査できません。

3,300円

問い合わせ先 栗野庁舎　健康増進課　７４－３１１１（内線　２１０４）

※健診の日程変更について
　広報ゆうすい3月号Vol.216(2023年3月15日発行)で掲載しました日程について，次のと

おり変更となりましたので，お知らせします。

　【吉松保健センター】　5月8日(月) ～ 10日(水)
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高齢者等に対する福祉制度のご案内
～湧水町では介護保険のほかにも下記のような高齢者等への福祉制度も行っています～

令和５年４月から対象者の要件が変わる制度もありますのでご案内いたします。

高齢者等介護手当
　 本町に住民登録のある要介護認定の区分が要介護２以上又は障害者支援区分の区分５以上
の認定を受けた方(要介護者)を在宅で，３か月以上介護している方に対して支給しています。
手当額は月額１２，０００円で，年４回(５月，８月，１１月，２月)それぞれ前月分までを
支給します。

高齢者等紙おむつ等給付
　令和５年４月から「障害支援区分の区分５以上」の認定を受けている方も対象となりまし
た。高齢者等紙おむつ等給付は，本町に３か月以上住民登録がある方で，要介護認定の区分
が要介護３以上又は日常生活自立度による判定(障害ランクB以上・認知症ランクⅢ以上)若し
くは障害支援区分の区分５以上の認定を受けている方で，非課税世帯に属する入院又は施設
入所していない方が対象となります。助成額は月額2,500円です。
　町内の指定取扱店にて紙おむつ等を購入することができます。

高齢者はり，きゅう等施術料の助成
　６５歳以上の方を対象に施術１回につき６００円の助成を行っています。なお，受療券の
交付枚数は１年に２４枚となります。

高齢者等日常生活用具給付
　６５歳以上のひとり暮らしの高齢者の方を対象に，火災警報器や電磁調理器等の給付を
行っています。なお，用具の給付には，所得により負担がある場合があります。

問い合わせ先 栗野庁舎　長寿福祉課　７４－３１１１（内線　２１１５）
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湧水町重度障害者等日常生活用具給付事業について

１．目的
　在宅の重度障害者等に対し，日常生活を支援するための日常生活用具の給付を行います。

２．対象者
　対象となる障害者等は以下のとおりです。ただし，用具ごとに対象者が定められており，障
害の程度によって給付の対象とならない場合があります。給付を希望される方は，事前にご
相談ください。
　また，介護保険と同種目の場合，介護保険対象者は，介護保険での給付を優先する場合があ
ります。

　（１）身体障害者手帳１級又は２級を所持している方
　（２）療育手帳A１又はA２を所持している方
　（３）精神保健福祉手帳１級を所持している方
　（４）上記に掲げる者と同等の障害を有すると町長が認める方（難病患者等）

３．用具の種類
　令和５年４月から，『パルスオキシメーター』及び『発電機又はバッテリー』が，給
付対象用具として追加されました。

種　　別 種　　目

介護・訓練用支援用具 特殊寝台，特殊マット，特殊尿器など

自立生活支援用具 入浴補助用具，頭部保護帽など

在宅療養等支援用具 透析液加温器，ネブライザー（吸入器），電気式たん吸引器，
パルスオキシメーター，発電機又はバッテリーなど

情報意思疎通支援用具 携帯用会話補助装置，人工喉頭など

排泄管理支援用具 ストマ装具，紙おむつ等，収尿器

住宅改修費 居宅生活動作補助用具
注）個人で購入した後の助成はできませんので，ご注意ください。

４．費用負担
原則１割負担（所得に応じて上限額あり）

５．申請に必要なもの
（１）申請書
（２）見積書（町と契約している業者）
（３）障害者手帳又は特定疾患医療受給者証等

問い合わせ先 栗野庁舎　長寿福祉課　７４－３１１１（内線　２１１５）
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　国民健康保険事業は，都道府県が財政運営の責任主体となり，安定的な財政運営や効率的な
事業確保を担い，市町村は共同保険者として，税の賦課・徴収や資格管理，保健事業など地域に
おけるきめ細かい事業を引き続き担い業務を行なっています。
　鹿児島県の事業運営の基本となる「鹿児島県国民健康保険運営方針」では，県が事業費納付金
や事業実施に係る経費を賄うために必要な標準保険税率を設定し，目標とする収納額を確保す
ることにより，市町村国保特別会計の収支が均衡されることを原則としています。
　令和５年度については，医療費が増加傾向にあることや被保険者数の減少などの影響により，
これまでよりも一人当たりの保険税必要額が増加するものと判断されます。
　このようなことから，被保険者からの税負担等に配慮しながら，「鹿児島県国民健康保険運営
方針」に基づき，税率改正を行いました。

※記載されている金額は，全て１年間の保険税額（年税額）です。年度途中での加入や脱退の場合は月割で調整されます。

区　　　　分 令和４年度(改正前) 令和５年度(改正後)
所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から４３万円を控除した額の 　　７．３％ ↑　 　　　７．６%
均 等 割 額 ②加入者１人あたり ３１，５００円 ↑　３３，１００円
平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ２１，２００円 ↑　２２，０００円
賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 ６５万円   　　　　６５万円

区　　分 令和４年度(改正前) 令和５年度(改正後)
所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から４３万円を控除した額の 　２．４％ ↑　　　　 ２．７%
均 等 割 額 ②加入者１人あたり １０，２００円 ↑　１１，６００円
平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ６，９００円 ↑　　７，７００円
賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 ２０万円 ↑  　　　２２万円

区　　分 令和４年度(改正前) 令和５年度(改正後)
所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から４３万円を控除した額の ２．１％ ↑　　　　２．３%
均 等 割 額 ②加入者１人あたり １０，８００円 ↑　１１，７００円
平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ５，４００円 ↑　　５，９００円
賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 　　１７万円 １７万円

軽減の割合 所得基準（世帯主と加入者全員の前年度の合計所得）
７ 割 軽 減 ４３万円（基礎控除額）　　　　   　　＋　１０万円×（給与所得者等の数－１）
５ 割 軽 減 ４３万円＋２９万円　　×被保険者　＋　１０万円×（給与所得者等の数－１）
２ 割 軽 減 ４３万円＋５３万５千円×被保険者　＋　１０万円×（給与所得者等の数－１）

●医療分　①～③の合計で，すべての国保加入者に課税されます。

●後期高齢者支援金等分　①～③の合計で，すべての国保加入者に課税されます。

●介護分　①～③の合計で，４０歳から６５歳未満の国保加入者に課税されます。

◆国民健康保険税の減額の対象となる所得基準は，令和５年４月から下記のとおりです。

　国民健康保険税は，加入者１人ひとりの前年所得に応じて計算され，世帯で合算して，世帯主（納
税義務者）に賦課されます。主に加入者の方が病気やケガをした際の医療費に充てられます。

令和５年度 国民健康保険税率等の改正について 国
保
税
改
正
の
お
知
ら
せ

問い合わせ先 栗野庁舎　住民税務課　７４－３１１１（内線　２１４４）
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【湧水町子育て世代包括支援センター（湧水町役場 健康増進課内）】
開設時間 : 月～金（8時 30分～ 17時 15分） 　※祝日・年末年始除く
☎ ０９９５－７４－３１１１

湧水町

子育て世代包括支援センター
　湧水町では，妊娠・出産・子育てに関するさまざまな相談に応じ，切れ目のない細
やかな支援を提供できるよう，健康増進課内に，子育て世代包括支援センターを開
設しました。
　これまで以上に，妊娠期からの相談や支援を充実させ，子育てをサポートします。

令和５年４月
開設

引っ越してきたけど，
湧水町ではどんな
子育てサービスが
あるのかな？

産後に
手伝ってもらえる人が
いないから不安

赤ちゃんが
泣いてばかりで，
どうしたらいいか
わからない。

他の子と比べて
発達がゆっくりみたい。

大丈夫かな？

≪ 実施している主な事業 ≫     ★（星印）は新規事業

  子育て　産後　出産　妊娠妊娠前

相談事業（妊娠・出産・子育てに関する相談に，電話・来所面談・訪問等で対応します。）

新生児聴覚検査
費用助成

乳幼児健診

発達相談

赤ちゃん
ひろば

乳健後～１歳

ぺんぎん
ひろば

1 歳～ 1歳半

いるか教室
1 歳半～２歳半

フッ化物洗口

★
不妊治療費
助成

母子健康手帳
交付

保健師・助産師等が
すべての妊婦さんを
対象に面接を行い，
妊娠・出産・子育て
に関する相談に応じ，
情報提供を行うなど
サポートします。

★産後ケア事業
産婦人科施設等で産
婦さんとお子さんの
ケアや授乳指導など
を受けるこ
とができ
ます。

にこにこ相談
( ２か月児相談 )
お子さんの身体計測，
育児相談，母乳相談
などを行います。

もぐもぐ教室
管理栄養士による
離乳食の始め方や
進め方についての
説明等を行います。

親子ふれあい
教室

年齢に応じて，月 1
回の子育てひろば
を行っています。

母子相談
保健師・助産師・
管理栄養士が育
児・母乳・離乳
食などの相談に
応じます。

予防接種
お子さんが生後
2か月を過ぎる　
と，予防接種
が始まり
ます。

産婦健康診査
費用助成

受診票（2 回分）の
交付により、産後 2
週間、1 か月に受診
する産婦健診の費用
を助成します。

産後メンテナン
ス教室
産後のお母さんが心
身ともに健やかに過
ごせるように，助産
師による骨盤ケアを
行います。

妊婦健康診査
費用助成

受診票（14 回 分 ）
の交付により，妊婦
健診費用を助成しま
す。

★新生児マス
スクリーニング検査
拡大検査費用助成
先天性代謝異常等検
査について，国が定
める 20 疾患以外に
も，希望された方は
追加で検査を受ける
ことができます。

新生児訪問
保健師・助産師等が
訪問し，親子の健康
状態の確認，お子さ
んの身体計測や成長
発育の確認，
母乳育児
に関する
相談・対応
等を行います

★妊婦歯科検診
費用助成

妊娠期間に，無料で
歯科検診（1回）を
受けることがで
きます。

ます。

安心して「妊娠・出産・子育て」ができるよう，保健師・助産師・社会福祉
士等の専門職がご相談に応じます。
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■開園時間　9:00 ～ 17:00（入園は16:30まで）
■休園日　　月曜日（祝日の場合は翌日）※5/1は開園
■入園料　　一般：320（260）円／高大生：220（170）円／小中生：160（130）円
　１ （　）内は20人以上の団体料金
　２  県内の小・中・高校生（18歳以下）は土・日・祝日のみ入園料が免除
　３  県内の70歳以上の方は入園料が免除
　　※２・３は年齢や住所を確認できる書類の呈示が必要
■問い合わせ先　鹿児島県霧島アートの森　電話74-5945

鹿児島県霧島アートの森2023年度アートラボ
　いちだみなみ展　「青いろの世界で生まれくる音」

「音」をテーマに音と色の調和を試みている美術家 
いちだみなみの個展を開催します。
　“青いろ”を表現の軸に据えながら海の音や空の
音などに着目し，深層心理をイメージさせる平面作
品やPPバンドで作られた球体や塔による軽やかな
空間造形などの作品を展観します。

■会　期　4月22日（土）～ 6月25日（日）　■会　場　アートホール展示ロビー
■観覧料　入園料に含む
■主　催　鹿児島県霧島アートの森
■後　援　南日本新聞社／ＫＫＢ鹿児島放送／ＫＴＳ鹿児島テレビ／ＫＹＴ鹿児島読売テレビ　　　
　　　　　ＭＢＣ南日本放送／μFMエフエム鹿児島

関
連
事
業

◯4/22（土）～ 4/28（金）　《音の粒》の公開制作
◯4/29（土・祝）13:30 ～　 《音の粒》の展示体験をしよう！
　　　　　　　　　　　　　  PPバンドで作った《音の粒》を作家と一緒に展示する体験です。
　　　　　　　　　　　　　 定員　15 名　　参加無料
＊各回とも別途入園料が必要です。
◯関連グッズの販売

新年度コレクション展も
同時開催！

会　期　4月21日（金）～ 6月25日（日）
会　場　アートホール展示室
黒蕨壮《チョット休憩》1985年

　人間そのものは表現
せず，脱ぎ捨てられた
作業衣を表現すること
により，それを身につ
けていた人間の存在を
より一層強調してい
ます。作品名でもある
チョット休憩というこ
とばが聞こえてきそう

な気もしますが，そのような表現力を支えて
いる日本の伝統的な木彫技術に裏打ちされた
作家の優れた技能にも注目してみましょう。

5月3日（水・祝）
「ドリッピングバックでオリジナルバッグを作ろう」
　　　講師：中島 眞 先生（湧水町立吉松中学校教諭）
5月5日（金・祝）
「PPバンドで《音の粒》をつくってみよう！」

（いちだみなみ展関連イベント）
　　　講師：いちだ みなみ さん（作家）

会　場　多目的スペース
時　間　13:30 ～（2時間程度）
定　員　15名
参加料　200円
　　　　（別途入園料が必要です）
※要予約。詳しくは霧島アートの森
　ホームページ等をご覧下さい。

My emotion2022#09 2022年

発見楽しみ工房のご案内
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開館時間：午前１０時～午後６時（毎週金曜日は午後 7時まで）
休 館 日：毎週月曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），毎月第４木曜日，
　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3　月曜休館含む）
問い合わせ先：くりの図書館　　７４－１８２１

くりの図書館に行こう！

はじめまして

おはなし会
やってます！

く
り
の
図
書
館
で
は
、

０
歳
か
ら
で
も 
利
用
者
カ
ー
ド
を

作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

本
や
紙
芝
居 

は

何
冊
で
も 

貸
出
可
能
！

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
・
雑
誌 

は

１
つ
の
カ
ー
ド
で 

２
点
ま
で

貸
出
可
能
！

お
調
べ
物 

も 

お
手
伝
い 

し
ま
す
。

ぜ
ひ
、一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

登録されている方で，
住所・氏名などに変更が

ある場合は，
お知らせください。

子
ど
も
の
日

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日（
日
）

〜
５
月
12
日（
金
）

お
は
な
し
会

５
月
５
日（
金
）

14
時
00
分
〜

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

お
は
な
し
会
の
後
に
は
、

毎
年
恒
例
の

か
ぶ
と
を
作
り
ま
す
。

今
年
の
標
語

ひ
ら
い
て
と
じ
た

笑
顔
が
ふ
え
た

ひ
ら
い
て
と
じ
た

笑
顔
が
ふ
え
た

 

お
は
な
し
の
森

　
　
４
月
・
６
月
・
８
月

　
　
10
月
・
12
月
・
２
月

　
　
第
３
日
曜
日

　
　
10
時
30
分
〜

　
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

 

ぼ
く
と
わ
た
し
の

　
　
　
お
は
な
し
の
時
間

　
　
５
月
・
７
月
・
９
月

　
　
11
月
・
１
月
・
３
月

　
　

※
詳
し
く
は
旬
報
で

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
15
時
00
分
〜

　
　
よ
し
ま
つ
ふ
れ
あ
い
の
家

　　　　　　
偶数月は
図書館で！

奇数月は
吉松で！
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・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、

    

毎
月
10
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
短
　
　
歌

鉢
植
え
の
黄
色
ク
ロ
ッ
カ
ス
咲
き
初
め
て

　

近
づ
く
春
を
告
げ
い
る
朝あ

し
た　

　

 　
　
内
村　

美
代
子

道
路
や
塀
ぬ
く
も
り
も
ら
っ
た
の
か
懸
命
に

　

膨
ら
も
う
と
す
る
し
だ
れ
梅　
　
　

中
村　

綾
子

ろ
う
梅
は
夕
べ
の
雨
に
雫
し
て

　

ふ
ふ
っ
と
ふ
く
ら
み
蕾
を
ほ
ど
く　

坂
元　

美
子

梅
干
の
瓶
に
詰
め
た
る
紫
蘇
の
染
み

　

色
褪
せ
し
つ
つ
底
に
幾
粒　
　
　
　

今
西　

麗
子

歳
寒
を
生
き
抜
き
て
来
し
紅
梅
の

　

開
花
の
力
秘
め
持
つ
蕾　
　
　
　
　

榎
木　

志
津
代

春
の
夜
に
四
女
誕
生
！
あ
い
ら
し
（
姶
良
市
・
愛
ら
し
）
や

　

四
千
二
百
四
十
四
グ
ラ
ム　
　
　
　

福
田　

三
四
五

陽
の
光
ポ
ッ
カ
ポ
ッ
カ
と
桜
木
に

　

虫
を
つ
い
ば
む
鳥
の
影
み
ゆ　
　
　

竹
中　

セ
ツ
子

春
う
ら
ら
パ
ン
ジ
ー
の
花
咲
き
ほ
こ
り

　

卒
園
児
等
の
足
取
り
軽
し　
　
　
　

林　

静
子

日
本
人
美
徳
の
心
持
っ
て
い
る

　

大
雨
の
後
み
ん
な
で
掃
除　
　
　
　

久
保　

隆
雄

春
桜
秋
は
銀
杏
の
色
染
め
て

　

四
季
あ
る
国
の
山
は
美
く
し　
　
　

城　

千
鶴
子

大
晦
の
朝
の
光
が
雲
間
よ
り
照
ら
す

　

こ
の
眩
し
さ
は
生
き
ゆ
く
標　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

　
川
　
　
柳

電
話
で
の
押
し
売
り
か
わ
す
耳
不
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田　

シ
ゲ
子

　
俳
　
　
句

冬
の
夜
空
は
ぎ
ん
が
で
夢
世
界　
　
　

本
村　

房
子

宿や
ど
か借
り
や
裸
電
球
外
す
朝　
　
　
　
　

西
園　

ら
ん
子

　

薩
摩
狂
句 　
（
唱
）
福
田　

三
四
五  

花
盛
い
デ
ー
行
き
ゃ
末ま

だ

も
重
ね
着
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が

ん

ぶ

い

入
歯

　
 　

（
唱
）
暑ぬ

く
し
辛の

さ

ん
ち　

も
後の

ち
ゃ
ひ
ん
脱に

っ

墓
ん
花　

鳥と
い

が
啄つ

く

じ
っ
坊

ぼ

主
じ
な
け
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
　

 

（
唱
）
追う

わ払
れ
も
せ
ん
で
サ
ラ
ダ
ん
替か

わ
い

親し
ん
ぞ
っ族
の
花
見
い
焼ビ

ン酎
が
爺じ

を
連
れ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ

っ

ち
ゃ
ん

　
　

 

（
唱
）
小こ

め
手
が
注ち

だ
や
花は

な

と

弁
込
め
グ
ツ
ッ
！

【
二
月
号
の
訂
正
】

　

田
島
総が

ん

ぶ

い

入
歯
さ
ん
の
（
唱
）

　
　
（
正
）　

画
面
ぬ
タ
ッ
プ　

慣
る
れ
ば
簡も

や
し単

【
三
月
号
の
訂
正
】

　

短
歌　

榎
木　

志
津
代

　
　
（
誤
）
一
陽
来
複　

↓
（
正
）
一
陽
来
復

問い合わせ先 生涯学習課　栗野中央公民館　７４－４３１３　

公民館学級 活動紹介

オカリナ教室（マロリナ）
オカリナは陶器でできた小さな楽器です。湧水町の自
然に溶け込むオカリナの音色は癒されます。
開催日時　毎月第１水曜日　午前10時～・午後１時～
　　　　　毎月第１土曜日　午前14時～
指導内容　毎月２回，個人指導を基本として，発表前
　　　　　に合同練習を行います。
対　　象　オカリナの音色の好きな方
講　　師　種子田　育恵　さん
●現在生徒８名で活動しています。
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Matsen’s News  Le"er

〔ALT〕
マッツン・デ・コート

食文化の違い
　皆さん，こんにちは！
　新入生の皆さん，入学おめでとうございます。
　新学期が始まり，新入生を迎えるのがとても楽しみです。来日以来，
学校で教えてきた学生の皆さんが卒業して，寂しいですが，彼らが次の
ステージに進んでいく姿を思い浮かべるだけで，とてもうれしくなりま
す。
　最近，私は食べ物の好き嫌いについて考えるようになりました。例え
ば，オーストラリアでは，生ものをあまり食べないので，日本食がなか
なか好きになれない外国人がいます。最近は，出汁を使った料理がとて
も好きになりました。初めて日本に来た時，同僚と一緒に食べた最初の
食べ物がおでんでした。日本に来るまでは，おでんを見たことも聞いた
こともなかったので，初めて食べた時はあまり好きではありませんでした。しかし今では，寒くな
るとおでんが恋しくなり，無性に食べたくなります。私のお気に入りの具は，おでんの白滝と大根
です。最近行ったおでん専門店は，いろんな具材がたくさんあって，とても素敵な店でした。
　オーストラリアのコンビニのホットボックスには，日本と違っていろいろな種類のミートパイが
陳列されています。具材は肉や玉ねぎ，マッシュルーム，チーズなどたくさんの種類があり，ほと
んど手作りで，国民食にもなっています。皆さんも機会があったら，ぜひ食べてみてください。
　それではまた！

陳列されたいろいろな
種類のミートパイ

　森林は，二酸化炭素の吸収のほ
か，地下水を豊かにするなどの水源
のかん養，土砂災害の防止，木材・
キノコ・山菜といった林産物の供給，
保健休養の場の提供など，私たちに
とって欠かせない役割を果たしてい
ます。
　こうした健全な森林に育てていく
ためには，木材を積極的に使うこと
が重要です。

森林を
知ろう！ 作ろう！

 守ろう！
-伐ったら 植え

よう-

森づくりのサイクル
「植えて，育てて，伐って，活用する」のが

森林づくりのサイクル。

 伐採 ・（間伐・主伐） 
　木が目的の太さに育ったら伐採して出荷
します。老齢化した木を伐採し，新たに植
栽することで，若い森林は前よりも二酸化
炭素（ＣＯ２）を吸収します。

 下刈 ・ 除伐 
　植えた苗木に十分な栄養や光が行き渡るよう，成長を妨
げる雑草や植物を刈り取る下刈作業。その後，植栽した木
の成長を妨げる雑木や，成長の悪い植栽木を取り除きます。

下刈

植える 育てる

活用する

収穫する

森林を
作る

間伐

間伐

伐採



[ 退職 ]　　　　　　　　　　　　　   　　　  　　         　　令和 5年 3月 31日付
発令事項 旧 氏       名

定 年 退 職 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課
教 育 総 務 課 長 竹 中 　 浩

定 年 退 職 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課
生 涯 学 習 課 長 老 谷 悟 二

依 願 退 職 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課
生 涯 ス ポ ー ツ 係 長 種 子 田 武 士

依 願 退 職 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課
主 査 中 村 弥 生

依 願 退 職 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課
主 事 補 藤 山 　 渉

再 任 用 任 期 満 了 農業委員会事務局　主任 比 良 政 志

[ 総務課・選挙管理委員会 ]　　　　　　　　　　            　　 令和 5年 4月 1日付
新 旧 氏       名

主 事 住 民 税 務 課 　 主 事 藤 井 李 奈
主 任 新 規 採 用 宮 原 貴 朗
主 事 補
（選挙管理委員会書記併任） 新 規 採 用 加連川  ひなた

[ 企画財政課 ]　
新 旧 氏       名

企 画 財 政 課 長 補 佐
議 会 事 務 局
事務局長補佐兼議事係長
（ 監 査 委 員 書 記 併 任 ）

坂 口 　 徹

[ 住民税務課 ]　　　　　　　　　　　　　　　　   　　        
新 旧 氏       名

住 民 税 務 課 長 補 佐
兼 固 定 資 産 税 係 長

長寿福祉課　長寿福祉課長
補佐兼包括支援センター長
兼 包 括 支 援 係 長

境 田 光 明

主 幹 兼 戸 籍 年 金 係 長 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課
主 幹 兼 学 校 給 食 係 長 園 田 ひ ろ み

主 査 企 画 財 政 課 　 主 査 永 吉 　 香
主 査 長 寿 福 祉 課 　 主 査 石 坂 亮 介
主 事 総 務 課 　 主 事 山 下 愛 菜
主 事 補 新 規 採 用 岩 戸 奏 冴
主 事 補 新 規 採 用 松 川 翔 哉
主 事 補 新 規 採 用 木 原 海 翔

[ 長寿福祉課 ]　　　　　　　　　　　　　　　　 　          
新 旧 氏       名

長 寿 福 祉 課 長 補 佐 住民税務課　主幹兼年金係長 上 村 真 美 子
長 寿 福 祉 課 長 補 佐 兼
包 括 支 援 セ ン タ ー 長
兼 包 括 支 援 係 長

企 画 財 政 課
企 画 財 政 課 長 補 佐 宮 園 俊 二 郎

包括支援センター吉松分室
係 長 兼 長 寿 福 祉 係 長
（ 吉 松 庁 舎 駐 在 ）

健 康 増 進 課 　 主 幹 深 瀨 奈 理 子

主 幹
（ 吉 松 庁 舎 駐 在 ）

地 域 総 務 課 　 主 幹 兼
住民税務課吉松庁舎駐在
兼健康増進課吉松庁舎駐在
兼 会 計 課 吉 松 庁 舎 駐 在

前 田 一 志

主 任
（姶良・伊佐地区介護保険組合派遣）
主 事

健 康 増 進 課 　 主 任 丸 山 僚 太

主 任 健 康 増 進 課 　 主 事 前 畑 芽 吹
主 事 補 新 規 採 用 宮 原 颯 人
主 事 補 新 規 採 用 小 路 琉 稀

[ 健康増進課 ]　　　　　　　　　　　　　　　　   　   
新 旧 氏       名

健康増進課長補佐兼障害児
特 別 支 援 推 進 室 長 兼
総合交流施設活用検討室長

産業振興課　産業振興課長
補 佐 兼 畜 産 係 長 二 渡 義 郎

主幹兼総合交流施設係長
兼総合交流施設活用検討室

住 民 税 務 課　
主 幹 兼 戸 籍 係 長
（選挙管理委員会書記併任）

新 屋 英 樹

子育て世代包括支援係長 長 寿 福 祉 課 　 主 幹
（ 吉 松 庁 舎 駐 在 ） 立 野 梨 絵

主 査 長 寿 福 祉 課 　 主 査 木 場 直 美
主 事 補 住 民 税 務 課 　 主 事 補 加 藤 歩 夢
主 任 新 規 採 用 大 森 里 帆
主 事 補 新 規 採 用 藤 﨑 千 賀

[ 産業振興課 ]　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 
新 旧 氏       名

産 業 振 興 課 長 補 佐 兼
アーモンド振興事業推進室長

長寿福祉課　長寿福祉課長
補佐兼包括支援センター吉
松分室長兼長寿福祉係長

竹 嵜 博 輝

産業振興課長補佐兼畜産係長 建 設 課 　 庶 務 係 長 赤 坂 保 紀

主 任 商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 　 主 任
（鹿児島県文化振興財団派遣） 赤 坂 卓 馬

主 任 兼 ア ー モ ン ド
振 興 事 業 推 進 室 新 規 採 用 宮 ケ 原 翔 太

[ 商工観光ＰＲ課 ]　　　　　　　　　　　　　　　   　 　      
新 旧 氏       名

移 住 定 住 推 進 係 長 総 務 課 　 住 宅 係 長 野 上 修 平

商工観光係長兼広報係長

地域総務課　地域総務係長
兼住民税務課吉松庁舎駐
在兼健康増進課吉松庁舎
駐在兼会計課吉松庁舎駐在
（選挙管理委員会書記併任）

富 安 勝 治

主 任
（鹿児島県文化振興財団派遣） 教育委員会生涯学習課　主任 徳 永 博 元

[ 地域総務課 ]　　　　　　　　　　　　　　　　　   　         
新 旧 氏       名

主 幹 兼 地 域 総 務 係 長 兼
住民税務課吉松庁舎駐在兼
健康増進課吉松庁舎駐在兼
会 計 課 吉 松 庁 舎 駐 在
（選挙管理委員会書記併任）

会計課　主幹兼会計係長 畠 中 淳 一 郎

主事兼住民税務課吉松庁舎
駐在兼健康増進課吉松庁舎
駐在兼会計課吉松庁舎駐在

新 規 採 用 秋 元 弦 太

[ 建設課 ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　         
新 旧 氏       名

庶 務 係 長 住 民 税 務 課
国 保 住 民 税 係 長 竹 ノ 上 篤 史

　　
[ まちづくり推進課 ]　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　

新 旧 氏       名
ま ち づ く り 推 進 課 長
補 佐 兼 公 共 施 設 係 長

教育委員会教育総務課　教育
総務課長補佐兼教育施設係長 水 窪 幸 樹

[ 会計課 ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 
新 旧 氏       名

会計課長補佐兼会計係長
健 康 増 進 課 　 健 康 増 進
課 長 補 佐 兼 障 害 児
特 別 支 援 推 進 室 長

藤 崎 上 子

主 査 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課
主 任 兼 く り の 図 書 館 児 玉 美 咲

[ 教育総務課 ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 
新 旧 氏       名

教 育 総 務 課 長 農 業 委 員 会 事 務 局
事 務 局 長 橋 口 博 己

教 育 総 務 課 長 補 佐
兼 教 育 施 設 係 長

産業振興課　産業振興課長
補 佐 兼 ア ー モ ン ド
振 興 事 業 推 進 室 長

荒 川 　 恵

主 幹 兼 学 校 給 食 係 長 住 民 税 務 課 　 主 幹 兼
住民税務係長（吉松庁舎駐在） 川 野 朝 美

主 任 産 業 振 興 課 　 主 任 庄 屋 佑 大
　
[ 生涯学習課 ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　 

新 旧 氏       名
生 涯 学 習 課 長 会 計 課 　 会 計 課 長 補 佐 吉 村 正 人

文 化 振 興 係 長 商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課
商 工 観 光 係 長 岩 下 浩 也

主 任 健 康 増 進 課 　 主 事 金 丸 裕 宇
主 事 総 務 課 　 主 事 補 宮 路 　 彪
主 事 新 規 採 用 中 西 未 花

[ 議会事務局 ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
新 旧 氏       名

事務局長補佐兼議事係長
（ 監 査 委 員 書 記 併 任 ）

住民税務課　住民税務課長
補 佐 兼 固 定 資 産 税 係 長 川 島 洋 隆

[ 農業委員会事務局 ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
新 旧 氏       名

事 務 局 長 農 業 委 員 会 事 務 局
事務局長補佐兼農地係長 羽 祢 田 浩 二

事務局長補佐兼農地係長 長 寿 福 祉 課　
長 寿 福 祉 課 長 補 佐 岩 下 陽 一

主 任 産 業 振 興 課 　 主 事 兼
アーモンド振興事業推進室 森 田 あ か り

湧水町職員異動表
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3
月
1
日
（
水
）

・
フ
ォ
ト
ド
ラ
ア
ワ
ー
ド
認

定
式

3
月
2
日
（
木
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

・
議
員
全
員
協
議
会

3
月
3
日
（
金
）

・
県
町
村
会
理
事
会

3
月
5
日
（
日
）

・
町
消
防
団
春
季
訓
練

・
生
涯
学
習
推
進
大
会

3
月
6
日
（
月
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

3
月
7
日
（
火
）

・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
最
終

審
査

・
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会

・
町
農
業
農
村
推
進
協
議
会

3
月
8
日
（
水
）

・
自
衛
官
募
集
相
談
員
委

嘱
式

・
陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯

地
司
令
来
庁

3
月
9
日
（
木
）

・
栗
野
土
地
改
良
区
総
代
会

3
月
10
日
（
金
）

・
吉
松
土
地
改
良
区
総
代
会

3
月
11
日
（
土
）

・
川
内
川
改
修
90
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
「
川
内
川
サ

ミ
ッ
ト
」

3
月
12
日
（
日
）

・
長
谷
地
区
決
算
総
会

3
月
13
日
（
月
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

・
百
歳
到
達
者
訪
問

3
月
14
日
（
火
）

・
医
師
会
と
の
打
ち
合
せ
会

3
月
15
日
（
水
）

・
区
長
会

3
月
17
日
（
金
）

・
特
別
支
援
学
校
誘
致
意

見
交
換
会

3
月
20
日
（
月
）

・
町
住
宅
新
築
資
金
等
審

議
会

3
月
22
日
（
水
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一

般
質
問
）

3
月
24
日
（
金
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一

般
質
問
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
議
員
全
員
協
議
会

・
新
し
い
特
別
支
援
学
校
を

つ
く
る
意
見
交
換
会

3
月
27
日
（
月
）

・
県
統
計
協
会
統
計
功
績

者
表
彰
伝
達

・
町
空
家
対
策
協
議
会

・
地
熱
発
電
事
業
連
絡
会

3
月
28
日
（
火
）

・
県
市
町
村
職
員
互
助
会

評
議
員
会

・
県
過
疎
地
域
協
議
会
理

事
会
及
び
総
会

・
県
観
光
地
所
在
町
村
協

議
会
総
会

3
月
29
日
（
水
）

・
町
功
労
者
葬
儀

・
南
さ
つ
ま
市
議
会
行
政
視

察
・
国
土
交
通
省
川
内
川
河

川
事
務
所
長
来
庁

・
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

実
行
委
員
会
来
庁

・
鹿
児
島
空
港
事
務
所
空

港
長
来
庁

3
月
30
日
（
木
）

・
議
会
定
例
会
最
終
本
会
議

・
議
員
全
員
協
議
会

・
陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯

地
司
令
来
庁

3
月
31
日
（
金
）

・
辞
令
交
付
式

町
長
動
静

　
　
　 (

3
月
1
日
〜
31
日)

　
（
新
生
児
） 　
　
　
（
保
護
者
）　  （
自
治
会
）

田た
は
ら原　

大た
い
ぜ
ん善　

吉
比
人　

東
丸
池

原は
ら
ぐ
ち口　

蘭ら
ん　

　

翔
平　
　

東
下
場

（
令
和
５
年
３
月
届
出
分
）

（
令
和
５
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た

　
　 （

敬
称
略
）

　
（
故
人
）
　
　
　   

（
亨
年
）
（
自
治
会
）

亀
澤　

進　
　
　
　

74　
　

長
谷

森
山　

キ
ミ
子　
　

86　
　

竹
迫

浜
田　

米
男　
　
　

84　
　

宮
前

外
村　

雅
生　
　
　

58　
　

広
田

久
木
元　

ユ
リ
子　

87　
　

松
山

下
村　

フ
ヂ
エ　
　

93　
　

町
外

原
田　

行
男　
　
　

94　
　

諏
訪

丸
山　

ス
ミ
ヱ　
　

93　
　

加
治
屋

手
塚　

盛
幸　
　
　

89　
　

砂
走

（
令
和
５
年
３
月
届
出
分
）

お
く
や
み

　
　 （

敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで

（受付：午後 2時 30 分まで）
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５－５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
町
外
に
て
届
を
提
出
さ
れ
た
方
で
お
く
や
み
欄

の
掲
載
が
必
要
な
方
は
住
民
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  8,535人（ －127人, －208人）
  男      4,017人（ －  62人, －100人）
  女      4,518人（ －   65人, －108人）
世帯数  4,622戸（ －  23戸, －   33戸）
　転入　　 41人
　転出　 155人
　出生　　  3人
　死亡　　 16人

令和５年３月末現在

日曜・祝日在宅医（薬局）（４月・５月）

沢
原
の
寄
田　

利
美
さ
ん
か
ら

（
ハ
ナ
エ
さ
ん
死
去
）

砂
走
の
前
田　

昌
子
さ
ん
か
ら

（
旦
さ
ん
死
去
）

宮
前
の
荒
川　

絹
子
さ
ん
か
ら

（
益
田　

ミ
ド
リ
さ
ん
死
去
）

牧
野
の
亀
澤　

ユ
キ
子
さ
ん
か
ら

（
進
さ
ん
死
去
）

町
外
の
石
作　

年
浩
さ
ん
か
ら

（
サ
エ
さ
ん
死
去
）

4月23日
（日）

田代医院　　　　74-2075
アクア薬局　　　74-1078

4月30日
（日）

霧島桜ヶ丘病院　78-3135
さくらの杜薬局　78-8282

5月3日
（水）

前田医院　　　　74-5001

5月4日
（木）

春田医院　　　　76-0053

5月7日
（日）

林内科　　　　　72-1818
サン調剤薬局　　72-1800

5月14日
（日）

伊東内科クリニック　72-9088
タイガー薬局　　64-6700

5月21日
（日）

林内科医院　　　75-2047
ピアノ薬局　　　75-4526

※都合により変更になる場合がありますので，ご連絡の上，受診してください。



く り の 図 書 館 コ ー ナ ー
開館時間 午前10時～午後6時

（金曜日のみ午後7時まで）
【休館日】毎週月曜日・第 4木曜日，祝日

（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 

温泉営業時間 午前 10時～午後 9時 30分（最終受付は午後 9時）

休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3月曜日が祝日の場合は翌日）

町 民 ホ ー ル 4 月16日～ 4月29日　幼・小・中学校活動パネル展
　　　　　　　　　　　  地区公民館・地区子ども会活動パネル展

公 民 館 コ ー ナ ー
栗野中央公民館 古布創作教室 4月12日～ 5月10日
吉松中央公民館 絵手紙教室 4月12日～ 5月10日

発行／湧水町役場 栗野庁舎 商工観光PR課　連絡先　〒899－6292　鹿児島県姶良郡湧水町木場222番地　TEL 0995－74－3111 FAX 0995－74－4249

日 月 火 水 木 金 土
4/18 4/19 4/20 4/21 4/22

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

4/23 4/24 4/25 4/26 4/27 4/28 4/29
母子健康手帳交付
（10：00～ 11：00）
要予約
休館日

資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

館内整理日 資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

昭和の日

休館日

4/30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6
母子健康手帳交付
（10：00～ 11：00）
要予約
休館日

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米永
地区）

憲法記念日

休館日

みどりの日

休館日

こどもの日

5/7 5/8 5/9 5/10 5/11 5/12 5/13
セット健診
（受付7:30 ～

9：30）
休館日

セット健診
（受付7:30 ～

9：30）
資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

セット健診
（受付7:30 ～

9：30）

セット健診
（受付7:30 ～

9：30）

セット健診
（受付7:30 ～

9：30）
資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

粗大ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

5/14 5/15 5/16 5/17 5/18 5/19
セット健診
（受付7:30 ～

9：30）

休館日

セット健診
（受付7:30 ～

9：30）

休館日

セット健診
（受付7:30 ～

9：30）
資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

栗保

栗保

吉保 栗保 栗保

栗保 栗保

栗保

吉保 吉保


